令和8年度 海士町社会福祉協議会 事業計画
＜背景と課題＞
全国に先駆けた改革の歩み
現在、全国の過疎地域が直面している「人口減少」「福祉人材の枯渇」「物価高騰」は、海士町においても例外ではない。多くの自治体で福祉サービスが維持不能に陥る中、海士町社会福祉協議会（以下、海士町社協）は全国に先駆けて「法人合併」という大きな決断を下した。
この合併は単なる組織統合ではなく、「島から福祉を無くさない」ために事業の統廃合を含めた抜本的な再編を断行することが真の目的である。海士町社協では令和5年度からの3カ年協議を重ね、持続可能な福祉サービスへの改革を検討してきた。

諏訪苑における縮充福祉サービスの循環モデル
改革の先駆けとして、令和7年度には特別養護老人ホーム諏訪苑（以下、諏訪苑）において、ベッド数の拡大（規模の追求）ではなく、入所循環の円滑化に注力した。空室発生時に速やかに待機者を受け入れる体制を整えたことは、経営効率の向上のみならず、縮小を余儀なくされた福祉サービスを持続可能にし、島全体の福祉インフラ再編における極めて重要な「出口戦略」となった。

喫緊の経営危機と「静かな有事」の認識
一部の改革だけでは抗えない「有事」が静かに進行している。今、この瞬間に抜本的な舵取りを行わなければ、これまでの合併や改革の努力も水の泡となり、事業閉鎖＝島から福祉サービスが消滅するという最悪の事態を招きかねない。

○安全な施設運営の限界：保健福祉センターひまわりは、雨漏りの常態化、廊下天井の崩落リスク、火災通報装置の断絶、ボイラー機材が腐食し、その修繕や機材の更新には多額の費用が必要であり、現在の保健福祉センターひまわりは安全なサービス提供の限界を超えている。

○厨房・給食機能の機能不全：分散した厨房運営は、調理員不足と食材高騰により、経営に多大な影響を与えている。衛生管理や栄養管理、食形態もバラバラで不効率な状況で運営している。「食べることしか楽しみが無い」という住民の声に答えながら、季節と海士の文化を大切にする手作り食の維持しつつ、完全調理食もハイブリットで取り入れながら安全で安心な食を提供し続ける体制を作っていく必要がある。

○訪問介護事業の存続危機：全国的に訪問介護の倒産が加速する中、海士町社協でも人と金をかき集めて訪問介護事業（以下、ヘルパー）を繋いできたが、県指定の事業展開は限界にきているが、通所介護事業（以下、デイサービス）等と一体的に運営するなど、利用者が減少し経営が厳しくても、形を変えて残さねばならない重要な事業である。
＜令和8年度 事業展開＞
法人運営・ガバナンスの強化：魅力ある職場づくりへの転換
○事務機能の統一と事務所統合
諏訪苑へ本部機能を統合し業務の不効率や過失を未然に防ぐ内部統制を確立する。労務管理をネットワーク化し、組織としてのガバナンスの強化を図る。
経営企画会議を充実させ、施設長会議と連携しながら経営状況の把握に努める。

○行政及び関係機関との連携強化
本部長を配置し定期的に役場との協議を行う。新事業の進捗状況の共有、新施設構想のワーキングチームを作って協議をすすめ、国や県などの補助事業の受け入れも積極的に行う。

○人事考課システムの本格運用
根拠ある給与体系を整備し公平な評価に基づき、適切な人件費管理を両立させる。

○会議体系の再編と労務管理の徹底による適正な労働環境の構築 
既存の会議体を整理・統合することで業務の効率化を図り、職員の休日出勤の抑制に努める。あわせて、管理職・指導職によるマネジメントを強化し、心身ともに健康に働くことができる適正な労働時間の確保を推進する。

○職員のウェルビーイング（働く幸福感）の向上
外部専門機関と連携したメンタルヘルスケア体制を構築。病気や障害を抱える職員を法人が守り、誰もが働きやすい「魅力ある職場」を実現する。福利厚生や休暇制度を充実させ職員のモチベーション向上を図る。

○職員の資質向上
ビジョンマップを意識しながら、管理職や指導職のみならず職員一人一人が海士町社会福祉協議会や自分の事業、役割など発表の場（小さな発表の場）でアウトプット（発信・発表）できるようサポートし帰属意識を醸成する。

・地域福祉部門
○地域の人と人がつながる場所「福来BASE」
総合事業対象者を地域支援事業として受入れながら、地域住民が立ち寄れる福祉の拠点として、住民主体の地域に根差した活動を推進し多様な参加による「複合型サービス」を構築する。
高齢者のみならず障害、児童、移住者など多様化するニーズに対応し、住民参加による地域支援の実施、各分野の福祉サービスの縮小等の課題に対応するため「縦割りの福祉」から「複合型サービス」を福来の里高齢者住宅のホールで「福来BASE」として運営する。また、防災拠点として民生委員やボランティアセンターを共同で研修会等を開催する。

・在宅福祉部門
○デイサービスの統合とヘルパーの一体化
 2か所のデイサービスを統合し、重度者対応も含めた効率的な運営体制へ移行。ヘルパーを基準該当サービスに変更し、デイサービスと一体的に運営し事業の継続を図る。
ケースを通じてヘルパー等の人材育成を研修体系PJと連携しながら進めていく。

○生活支援ハウスを統合し施設の循環を目指す
老朽化した「ひまわり生活支援ハウス」から「福来の里高齢者住宅」へ集約。今後、諏訪苑との連携による「長期ショートステイ」活用等、介護度に応じたスムーズな住み替えを行い「島内循環型」の切れ目のないケア体制の確立を目指す。また、身寄りのいない方（身元引受人不在者）の受け入れを目指し、新たな仕組みを検討する。

・厨房部門
○安心安全な食事の提供
諏訪苑の厨房で食を一体的に管理し厨房の集約を図る。厨房職員を集約することで、完全調理食と手作り食をハイブリットに提供し、各施設に配食して人員を効率化する。また、仕入れ、栄養管理、衛生管理の一元化を図り安全で安心な食を提供する。
横断的な食チームを発足させ、食の魅力化を図りながら、手作り食の拡大を目指す。

・施設運営部門
○特別養護老人ホーム諏訪苑
可能な限りの利用者を受け入れ、円滑な入退所をおこなう。また福祉人材（介護員）を確保し、常時（ショートステイを含む）28床の入所を目指す。入所者の個別ニーズに対応するべく、ケアプランを意識しながらサービスを提供する。
また令和9年度に在宅福祉サービスを一体的に展開することを見据えて、環境整備だけでなく、関係機関と連携しながら在宅とのシームレスな支援ができるような体制整備を検討する。

〇グループホーム諏訪苑
グループホームは認知症対応の専門機関として、重度の認知症の利用者を受け入れ、他事業所や地域と連携しながら、ケアの拡大を目指す。また、住民向けの認知症ケアの啓発など広報を充実させ、住民や学生向けの福祉学習を行う。

・障害福祉部門
○安心で安全な障害福祉サービスの展開
基幹産業のふくぎ茶製造を継続しつつ、利用者の幅広いニーズに応えられるよう地域や高齢者と交流しながらコーディネートを実施する。
職務職責を明確化し、分業による効率的な運営と内部統制を図る。また研修計画の元、職員の資質向上を図り、「虐待防止」「身体拘束廃止」「リスクマネジメント」などの委員会を形骸化させず、安全で安心な職場環境を構築する。
